
















































































































































































































































1) H. Wildon Carr: The PhilosoPhy 01 Benedetto Croce (1917)， pp.12， 
18.を見よ。
2) ]. H. Muirhead: The Real and the Ideal， University 01 Calilornia 




4) The Future 01 Jllusion， E.T. (1928)， p.43. 




からだJ(Baily: Epicurus: The Extant Remains (1926)， p.95)。





























しなことなのだJ(Rev. J.S. Boys Smithによる ModernChurchman， 
October， 1928， p.386)。













































関係がないだろうと，論じている。 Orpheus，E. T. (1909)， sec. 102. 
19) Selbie: The Psychology of Religion (1924). Thouless: An Introduひ
tion to the Psychology of Religion (1924). Pym: Psychologyαηd 
Christian Life (1921). 




Leviathαn， Bk. 3， Ch. xxxii. Barrat Brown and Harvey: The Nαtu-



























Bouquet: The Christian Religion and its Comtetitors To-day (1925)， 
p.14o 
24) この理論に対する効果的な批評としては. Clement Webb: Groゆ















spondence of Spinoza， ed. by Wolf (1928)， p.288. 
26) Richard Wilhelm: The Soul of China， K. T. (1928)， p.7. 
27) Wal1ace's Logic of Hegel， E.T. (1892)， pp.351-352. 
28) Sir ]ames Frazer: The Dying God (1912). 
29) ノ〈ートランド・ラッセルBertrandRusselは次のように言っている。
「幸せを助長する諸々の質は，人聞の宗教的信何の量に反比例して，
変化するJoWood氏への返答，Literary Guide， March 1929. 



















































36) Basil Matthews: The Commonwealth 01 Youth (1928)， p.65からの
引用。
37) 宗教の，それもとりわけキリスト教世界の，現在の傾向と将来の見込









なしているJBertrand Russel: Rationalist Press Association Annual 
(1930)。
2) ジュリアン・ハクスリーJulianHuxleyによる「科学的ヒューマニ
ズム」についての論説を参照せよ。 ContemporaryReview， July 1931. 



































10) 孔子]レーファス・ジョーンズRufusJonesによるNewStudies of 


















cism (1919)， p.XXo P. E. More教授は，プラトンとウパニシャツド























だけ高く評価されるわけではありませんJM. C. Otto: International 
]ournal 01 Ethics， January (1929)， p.302。
15) アリストテレス Aristotle: r私たちは，ひとを死すべき存在だと考え
させるような人たちのことなど気にもかけずに，自分をできるだけ不
死の存在にして，何をするにつけても，自分のうちの最良の原理に一














17) Space， Time and Deity， vo1. i (1920)， p.314. 
18) RenanのLifeof Jesusをめぐるフランスの少女による批評「物語が
結婚で終わらなかったなんて，本当に残念ね」と比較されたL、。
19) The Platonic Tradition in English Religious Thought (1927)， p.9. 
20) Ibid.， pp.33-34. 
























24) Maxims and Reflections， 618; Goethe and Faust， by Stawell and 
Dickinson (1928)， p.6. 
25) Professor]. S. Haldane : I正統神学が目下それによって盛んに攻撃
を受けている唯物論こそが，科学を前にし，宗教的信仰と科学の聞の
疎外を前にした，宗教的信仰の弱さの源泉の全てであるJThe Sci晴




26) Ray Strachey: Religious FIαnaticism (1928)を見よ。








29) i 41 : I汝の限が一つしかなければ，汝の身体全体が，光に満ち撮れ
るであろう」を，参照せよ。
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できないのだということをJ(Critique of ]udgement， Bernard's E. T.， 
p.311)。









5) xxxi. 37. 
6) Mark. i.10. 
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7) Ma t.xi. 11.も見よ。
8) Acts ix. 1-9. 
























というのだろうかJ(Eηneads， iv. 9 and 10)。
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12) Rittambhara tatra prajna (Yoga Sutra， 1.48). 
13) Brahma Sutra， i. 1. 1.についての Samkara.
14) ]ames: Varieties of Religious E:x，ρerience (1906)， p.409. 






「そこでは， どんな形も， どんな身体も， どんな長さも， どんな広が
りも，見られないのですから，一体どうして私に，それが何であるか
を，雷えるでしょうかJoK，αbir: Rabindranath Tagore's E. T.， 76. 
17) 老子LaoTze: I語らずして教え，行わずして役立つことのできる者。
そのような者は，多くの人の聞にあって，まれであるJ。















19) Evelyn Underhil: Mysticism， p.132， 5th Ed. 
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ティヌスもまた，絶対者について，自己同一的ー者について，あると
ころのものについて，語っている。
23) Genesis i. 27. 





ださるように，祈りますJInge: Philosophy of Plotinus (1918)， vol.!， 
p.12o 
26) Third Meditation. 
27) Confession， vii. 10. vii. 32.をも，見よ。


















頭と思っているのですJoE. T. Thomson and A. M. Spencer: 







G. Matheson. Bulcock: Religion and its New Testament Expla-
nation (1928)， p.278での引用から。
30) Metaphysics， A.7. 
31) トマス・ア・ケンピス Thomasa Kempis : [""永遠の言葉が話しかけ
るお方は，さまざまな意見の及ばぬところに，いらっしゃるのです」。
32) Chando.即laUpanisad， vii. 24. 
33) [""彼が拡げる太陽の光は，それを眺める器官に依存しているのです」
(Blake)。
34) Ka tha U p.， i.24. 







面的に解除しなければならなL、JoNorris: Reason and Religion 





















New Studies in Mystical Rel信ion，pp. 43-440 


















































ogy， I， xii. 2-4)。
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信仰は，理性のあずかり知らぬことゆえん


























1) Vaise苧ikaSutra， ix. 2. 13. こういう理解力に対しては，それにかか
わる感覚の違いによって， prajna， pratibha， arsajnana， siddhadar-
sana， yogipratyak$a，といった具合に，色々な名称が与えられてい
る(Jayanta'sNyayama先ijari，p. 178; Bh向apariccheda，66)。
2) Brhadãra~yaka u;ραni手ad，i， 4.10. 15. 
3) Mun(lakαUραni$ad， ii. 2. 9. 
4) Manu， vii. 
5) rこの bodhiは，霊と生を通して，実在の基本的統ーや宇宙全体に広
がる霊的交流悟ることに，帰着するJoAnesaki: History 01 Japαnese 
Religion (1930)， p.53.ブッダゴーサ Buddhagho号aは， prajnaすな
わち直観的洞察を， vijnanaすなわち論理的知識や， sarhjnaすなわ
ち知覚による知識などより，優れているとしている。
6) Aristotle: Metaρhysics， M. 1078， b， 27.を見よ。
7) セント・ポール寺院のディーンによれば，プラトンのこういう様式の
教説の起源は，アジア的思考にある。ミュアヘッド Muirhead教授





に遣したJThe Platonic Tradition in Anglo・SaxonPhilosoρhy 








10) The Philosophical Works of Descartes， E. T. by Haldane and Ross 
(1911)， vol. i， p.85. Iひたすら真理を求める途上では，私たちは，算
術や幾何学の証明に匹敵するような確実性に達しられないような対象
には， どんなものにも，浪汲とすべきではないJ(Discourse of 
Method)も参照せよ。
11) Ibid. p. 92. 
12) Hegel: PhilosoPhy of Right， E.T. by Dyde (1896)， p.xxvii. 
13) Hegel， p.141; Richte: Philosophical Studies， p.226も見よ。 Watson:
The Interpretation of Religious Experience (1912)， vol. 1， pp. 74 and 
294. 
14) Tennant: Philosophical Theology， vol. (1928)， ch. vi， pp. 325ff. 
15) Aρ，peαrαnceαnd Reality， 8th impression (1925)， ch. xv.を見よ。
16) Ibid. pp.70-71. 































An Introduction to Met，αρhysics (1913)， E. T.， pp.15-17。





21) Brahma Sutra i. 3. 7; i. i. 4.についての， Sarhkaraの注釈。
22) Ibid.， i. 1. 1. 
23) lndian Philosophy， vol. i 2nd ed. (1931)， pp. 476ff. 
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24) Aristotle: de An.， ii.4-12. 
25) Logic 01 Hegel， Wallace's E. T. (1874)， sec. 64. 


















27) Creative Evolution， E.T.， p.120. 
28) アレグザンダー Alexander: I心がそこにあることは，間違いない。
この確信は，推理や類比によって造り上げられたものではなく，一種
独自の経験によって私たちに強制された，ある積の信仰の営みなのだJ












CEssay on the Humαn Understanding， iv， 1.1)を，参照せよ。
30) Brahma Sutra， ii， 4-15についての評釈。 KathaUp.， ii.12.も見よ。
31) Symposium， 211; Republic， 515，532-535; Spinoza， Ethics， v.28. 
32) Republic， 525-528. 
33) Republic， vii. 
34) A n lntroduction ωMetaphysics， E. T. (1913)， p.7. 
35) Green: I思考は物であり，物は思考であるJ(W orks， ii.p. 144.)を，
参照せよ。
36) Critique 01 Pure Reason， Norman Kemp Smith's E. T.， sec. 10. 
37) Meetings 01 Extremes in Contemporary Philosophy (1921)， 82. 
38) Republic， vi.508. 
39) Metaphysics， 997a. 
40) lntellectual System， iv. pp. 31-38. 
41) Ethics， V. xxxii. 
42) 1. 47 Sch. Roth: Spinoza. p.123. 
43) Roth: Spinoza， pp.146-147. 





46) Webb: Kant's Philosophy 01 Religion (1926)， p.4. 















Kemp Smith: A Commentaη to Kant's 'Critique 01 Pure Reason' A 
2nd ed. (1923)， p.447. 















ちに所有してはいない人なのだJPhilosoPhy 01 Religion， E. T. 
(1895)， vol. i， p.4。
51) Logic 01 Hegel， Wallace's E. T. (1874)， p.1. 
52) Ibid.， pp. 3-4. 
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真理を見抜くJ(Hours in a Library， vol. ii)。
3) ホワイトヘッド Whitehead教授は，洞察と想像上の実験を，同義語
として用いている。 Processand Reali砂(1929)，pp. 5-6. 




なく，逆に，駆り立てられるのであるJEnglish Men 01 Science， 
Their Nature αnd Nurture (1874)， p.233。
5) Phaedrus， 244. 








るJoScience and Method， (1913)， pp. 62-63. 
7) Roger Fry: The Artist and Psychoanalysis (1924). 









みなどから立ち現れて， 自分に注がれたのをJA. C. Bradley: A 
Miscellany (1929)， p.226。






Cro喧s:Life of George Eliot. 
12) Paradise Lost， Book ix. 1. 21-24. 
13) ‘Aesthetics' Encyclopedia Britannica， 14th ed. (1929)， vol. i， p.266. 
14) Phaedrus， 245. 
15) Carlyle's Life， vol. i， p.89. 








(The Testament 01 Beauty (1929)， i.738-741). 
17) Bradley: i私たちは，ある特定のケースでは何が正しL、かを，直接
的判断とか，直観的包摂といったらよいものによって，知るのであるJ
























るのだJCNote on 1 Timothy i.6)。









あったのだJ(Bradly: A Miscellany (1929)， pp. 235-236)。

















23) Romans vii 17. 
















Church's E. T. The Trial and Death 01 Socrates (1910)， pp.156-
1570 














た測定に関しては，完全に役に立たないJMax Planck: The Universe 






Nature 01 the Physical World (1928)， p.21)。
6) Universal Algebra， p. vi. 
7) Sραce， Time and Gravitation (1921)， p.197. 








Science and Modern World (1926)， p.1450 
10) E. T.， Book i， Chap， ii， pp. 57-75. 


















なものは，何もないかもしれないのだJ(The Nature 01 the Physical 
World (1928)， p.152)。
14) The Nature 01 the Physical World， p.148. 
15) Ibid.， p.294. 
16) Ibid.， pp. 294-295. 
17) Ibid.， pp.311-312. 
18) Ibid.， pp. 265-266. 
19) Ibid.， p.267. 
20) Ibid.， p.276. 







(The Nature 01 the Physical World， p.321)。






し続けることだろうJThe Universe in the Light 01 Modern Physics， 
E. T. (1931)， p. 80 
24) 主観的経験のー要素として発見しえないようなものは，どんなものも，
物理的枠組みの中に受け入れることはできなL、o Whitehead， Process 
and Reali砂 (929)，p. 253. 
25) Rel忽ionin the Making (1926)， p.108. 
26) Ibid.， p.113. 
27) Ibid.， p.109. 
28) Science and Philosophy 01 the Orgαnism. 
29) The Mechanistic Conception 01 Lile (1912). 
30) Creative Evolution， E.T. (1911)， p.96. 






Psychologies 011930 (1930)， p.27n.o 







買の引き倒しというものだろうJBehaviourism: A Symtosium， ed. 
by King (1930)， p.40。
2) 行動主義でさえ，心についての原子論的見解には，反論している。
Cp. Watson : r最初に言わせていただきますが，行動主義にとって，
人聞は，一個の金一的動物なのです。人聞が反応するとき，人聞は，
その体のあらゆる部分の一つ一つをもって，反応しているのです」
The Nursery and Instincts. The Psychology 011925 (1926)， p.2。
3) Samyuka Nikaya i. 20; Visuddhimagga， ch. xvii. 
4) Kamamayam evayam puru卒a1:(Brh. Up. iv. 4-5). 
5) J. S.ホールデン Haldane教授は，次のように書いている。「人格と
いうのは，時間空間的環境から切り離されて，それ自身のうちに閉じ
込められた，自己完結的なものではなく，その環境を超えて広がって
いるのであるJThe Sciences and Philosothy (1929)， p.303。
6) Galatians vi 7. Cp. Ezekiel : r罪を犯す魂は，死ぬであろうJ(xvii)。
7) Brh. ut. iv 4. 5. 
8) ]ohn v. 17. 
9) Par;tini. i 4.54. 
10) The IdeαolImmortality (1922)， pp.195-196. 
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11) The Idea olImmort，αlity (1922)， pp. 203-204. 
12) Ibid.， p.197. 
13) Buddhism and Christianity， p.306. 
14) . Luke xv. 2. 
15) Mathew xiv. 2. 
16) John ix. 2. Mathew xi. 14-15. 
17) McTaggart: The Nature 01 Existence， Vol. I (1927)， Ch. LXIII. 
18) Katha Up. i. 6. 
19) Chan. Up. ii. 14. 1. 
20) 1 Timothy， iv. 7. 














23) Chan Up. vi. i. 3. 
24) ヒンドゥの聖典は，動物の形態に生まれ変わることもあると，主張し
























によって一一罰するJCBrahmαSutra i. 3， 41への注解〕。
29) Brahma S1itra i. i. 34.への Sharhkaraによる桟解を見よ。
30) Vi$~~ρrãna. 
31) Cha. Up. v. 3.3; v. 9. i. Bri. Up. iv. 4.3.5; vi. 2.14-15. Bhagavad-
gita， xv. 7. 8. BrahmαSutra， ii.i.ト7.
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32) Visuddhimagga， p.554 CPali Text Society， 1920-1921). 




34) P. 36; Bradley: An Aρearance and Reality， p.502も，見よ。
35) Some Dogmαs 01 Religion (1906). 
36) Brh. Up. iv. 4.2. 
37) 85. 





39) Chan. Up. vii. 25-32. 
40) Brahma Sutriαiii. 3. 32.についての Shamkarao lndian Philosoρhy. 
vol. i， 2nd ed. (1931)， pp.642ff. 
41) Leviathan， ch. xi. 
42) The Faith 01 Moralist (1931)， I. pp.407-408. 
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1) Timaeus and Law x. 

















るo The Nature of the Physical World (1928)， pp. 244-426. 
4) 1926. 
5) Holism and Evolution， p.9. 
6) lbid吋 p.319.
7) lbid.， p.335 
8) lbid.， pp. 330-331. 
9) lbid.， p.320. 
10) Sρace， Time and Deity， ip. 335. 
11) lbid.， i. p. 342. 
12) lbid.， i.pp.45ff. 
13) lbid.， i.p. 353. 
14) Emergent Evolution (1923); Life， Mind，αnd Sρirit (1924). 
15) Contemρor，αry British Philosoρhy， First Series (1924)， pp. 303-304. 
16) Mind at Crossways， Preface. 
17) Religion in the Making， p.90. 
18) lbid.， p.90. 
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19) Science in the Modem World， p.239. 
20) Process and Reality (1929)， p.9. 
21) Ibid.， pp.42-43. 
22) Ibidリ p.24.




25) Process and Reαlity， p.490. 
26) 創造神ブラフマーは，絶対霊ブラフマンとは，別である。
27) viii. 79. 2; ii. 4. 7. 
28) Svetasvatara Upαni$ad， ii， 17. Bhαg仰 αdgita，ix. 18.をも見よ。
29) ii. 92. 32. 
30) Laws， 905A. Taylor: The Faith 01 a Mor，αlist (1931)， i. pp. 325-326. 
31) Tait， Up. ii; Bhagavadgita vii. 54. 
32) Creative Evolution (E. T. 1911)， p.89. 
33) ベルクソン Bergsonの見解に対する批判については，拙著 The
Re忽η01Religion in Contemporary Philosophy (1920)を見よ。
34) 29. E. T. 
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